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高電界、絶緑材料、電界発光 キーワード： 

・各種高分子絶緑材料の高電界下での絶緑特性評価 

技術相談 

提供可能技術： 

- 
研究内容： 

各種高分子絶縁材料の直流高電界下・交流高電界下での絶緑性能評価を行います。 

【直流高電界下での絶縁性能評価】 

・電流積分計による電荷量測定 

絶縁材料に流れる極めて小さい吸収電流を測定する場合、ノイズの影響を強く受けます。電流積分計は、電流の積分 

値である電荷量で高電界下での絶緑性能を評価するため、ノイズの影響を受けにくく、室温でも高い精度で絶縁材料 

の評価を行うことができます。 

通常は、ステップ電圧を10分間印加して評価します。要望に応じて、三角波等を印加して評価することも可能です。 

【交流高電界下での絶緑性能評価】 

・電界発光・損失電流波形の同時観測 

交流ランプ電界を印加することで、任意の電界までの電界発光特性や損失電流波形を10秒という短時間で評価するこ 

とができます。絶緑性能が高い材料ほど電界発光が観測され始める電界は高くなります。また、損失電流波形も正弦 

波から逸脱して高調波成分を含む非線形な波形になる電界が高くなります。 

この測定法では、交流ランプ電界を印加した時の損失電流波形の変化や電界発光分布を捉えます。 

【試料】 
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試料のサイズは、厚さ100-200 tnlで、縦60mm ×横60mm のシート試料を用います。このシート試料の両面にス 

パッタリングで直径40mm の電極を成膜して上記の実験を行う試料とします。これまでにポリエチレン、ポリプロピレン、 

PET、ェポキシ樹脂などの試料を扱っています。 

【実験結果例】 

最高印加電界：50 kV/mm 

印加周波数：50Hz 
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図1 損失電流波形 図2 電界発光パルス分布 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メ一カ―) 

イオン・スパッタリング装置 日本電子PECS Model 882 高圧電源（10kV) NFHVA4321 

エリプソメ一タHO田日A Auto SE 高圧電源（10kV) TReK model 610C 

スパッタリング装置 日本電子JEC-3000FC 高圧電源（20kV）松定HAP-20B20 

電界発光・損失電流同時観測システム マルチチャネル分光器浜松ホトニクスPMA-12 

デジタルオシ口スコ一プTektronix DP071 04C 電流積分計Q田メータMD AD-9832A 
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